
まちなか博物館
令和6年度 山鹿市立博物館令和6年度 山鹿市立博物館

徳永病院
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト

●
さ
く
ら
湯

八千代座交流施設

開館時間 10：00～18：00（金・土曜日は21：00まで開館延長）
会場 八千代座交流施設（山鹿市山鹿1490 八千代座隣）

問合せ 山鹿市立博物館 TEL0968-43-1145  月曜・祝日の翌日は閉館
メ－ルアドレス　bunka@city.yamaga.kumamoto.jp

入場無料 期間中無休

令和7年2月21日（金）～3月2日（日）P
豊前街道駐車場

P

山
鹿
市
合
併
後
20
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、こ
の
郷
土
を
つ
く
り
育
て
て
き
た「
山
鹿
の
偉
人
」た
ち
に

再
度
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
の
山
鹿
の
発
展
を
目
指
し
て
、写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

「
山
鹿
の
偉
人
展 

」

熊
本
県
初
の
内
閣
総
理
大
臣

清
浦 

奎
吾（
一
八
五
〇
〜
一
九
四
二
）

熊
本
県
初
の
内
閣
総
理
大
臣

清
浦 

奎
吾（
一
八
五
〇
〜
一
九
四
二
）

近代の山鹿を
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           007

YAMAGA

明
治
時
代
か
ら
大
正
に
か
け
て
、岳
間
茶

の
発
展
、振
興
に
一
生
を
捧
げ
た
実
業
家
。

明
治
維
新
後
、茶
業
に
よ
る
地
域
の
発
展

を
目
指
す
た
め
紅
茶
製
法
を
学
び
、後
に
教

師
と
し
て
、人
材
の
育
成
も
行
っ
た
。

明
治
三
十
一
年
に
は
、熊
本
市
に
製
茶
会

社
を
設
立
し
、自
ら
社
長
兼
工
場
長
と
な
っ

て
、紅
茶
や
緑
茶
増
産
と
質
の
向
上
に
力
を

注
い
だ
。

製
茶
の
品
評
会
に
も
度
々
出
品
し
、明
治

二
十
一
年
の
農
産
品
評
会
で
二
等
、明
治
二

十
八
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
三

等
な
ど
、受
賞
数
は
十
数
回
に
も
上
り
、「
熊

本
県
茶
業
の
大
恩
人
」と
称
え
ら
れ
た
。
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中
川
正
平

な
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が
わ　

し
ょ
う　

へ
い

熊
本
県
茶
業
の
大
恩
人
（
一
八
四
五
〜
一
九
二
一
）

山
鹿
を
愛
し
た
宝
塚
出
身
の
大
ス
タ
ー

上
月 

晃（
一
九
四
〇
〜
一
九
九
九
）

山
鹿
を
愛
し
た
宝
塚
出
身
の
大
ス
タ
ー

上
月 

晃（
一
九
四
〇
〜
一
九
九
九
）

女
性
解
放
運
動
家

久
布
白 

落
実

（
一
八
八
二
〜
一
九
七
二
）

女
性
解
放
運
動
家

久
布
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落
実

（
一
八
八
二
〜
一
九
七
二
）

熊
本
県
茶
業
の
大
恩
人

中
川 

正
平

（
一
八
四
五
〜
一
九
二
一
）

熊
本
県
茶
業
の
大
恩
人

中
川 

正
平

（
一
八
四
五
〜
一
九
二
一
）

原
口
針
水

は

ら

ぐ

ち

し

ん

す

い

明
治
維
新
の
偉
大
な
学
僧
（
一
八
〇
八
〜
一
八
九
三
）
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針
水
は
、博
多
萬
行
寺
の
曇
竜
に
師
事
し
深

く
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、幕

末
の
頃
か
ら
国
学
が
盛
ん
に
な
り
、や
が
て
神

道
が
力
を
持
つ
こ
と
を
予
見
し
て
、そ
の
研
究

も
し
て
い
ま
し
た
。

後
に
生
家
光
照
寺
の
学
寮「
累
世
黌
」で
後
進

の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、五
十
代
半
ば
で

上
洛
し
、浄
土
真
宗
の
本
山「
西
本
願
寺
」に
出

仕
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
四
年
に
は
大
学
林
の
総
理（
現
龍

谷
大
学
学
長
）に
就
任
し
、さ
ら
に
数
多
く
の

指
導
者
の
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。当
時
の
代

表
的
学
僧「
島
地
黙
雷
」も
か
つ
て「
累
世
黌
」

に
学
び
、針
水
を
生
涯
の
師
と
仰
ぎ
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
偉
大
な
学
僧

原
口 

針
水（
一
八
〇
八
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一
八
九
三
）

明
治
維
新
の
偉
大
な
学
僧

原
口 

針
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〇
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八
九
三
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99名の
偉人を

パネルで
紹介


